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研究成果の概要（和文）：本研究は、リンパ浮腫患者が蜂窩織炎を繰り返すことの臨床課題に着目をし、その特
徴を明らかにすることを目的として、超音波画像診断技術（エコー）と細菌叢の特徴を探索した。がんに対する
リンパ節郭清術後に生じた下肢リンパ浮腫患者を対象として、蜂窩織炎既往歴のある者とない者とで、エコー所
見と細菌叢を比較した。その結果、エコー所見では蜂窩織炎既往歴を有する患肢には真皮低エコー所見が特徴で
あることが示唆されたことで、真皮の組織間液貯留が推測された。また、細菌叢は症例ごとに多様性が異なって
いたことから、今後症例数を増やして検証する必要があると考えられる。

研究成果の概要（英文）：Recurrent cellulitis has high impact on physical, psychological, and social 
aspects for lymphedema patients. We speculated that identification of characteristics of skin and 
subcutaneous adipose tissue with cellulitis history can help considering new approach for prevention
 of recurrent cellulitis in lymphedema patients. Therefore, as the main topic in this study, we 
aimed to noninvasively identify the ultrasonographic features of skin and subcutaneous tissue of 
lymphedema in patients with a cellulitis history. In this study, cellulitis history in lymphedema 
patients appears to be associated with dermal hypoechogenicity, particularly in the proximal lower 
extremity. This finding suggests that it may be the initial step to consider new approach for 
prevention of recurrent cellulitis in lymphedema patients. 

研究分野： 臨床看護学

キーワード： リンパ浮腫　蜂窩織炎　超音波検査技術　細菌叢

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
まず、本研究では、リンパ浮腫患者の蜂窩織炎再発に着目し、蜂窩織炎既往歴を有する者の真皮のエコー所見特
徴を明らかにした点で、これまで臨床で難渋していた蜂窩織炎再発予防を検討するステップとなったと考えられ
学術的意義が高いといえる。エコーは非侵襲的・リアルタイム・簡便に使用可能な機器で、今後、リンパ浮腫管
理に導入・普及することが望まれる。将来的には本研究で明らかにしたエコー所見を用いてリンパ浮腫管理の有
効性が明らかになることで、蜂窩織炎再発予防に向けた新たな評価方法の提案、管理方法の検討へとつながり、
患者らの生活の質向上が期待できる点で社会的意義が高いといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 リンパ浮腫管理にとって最大の課題は、蜂窩織炎再発による浮腫増悪の悪循環を生じること
である。臨床でのリンパ浮腫管理難渋症例から、蜂窩織炎再発要因は、創傷のような外的要因や
肥満・糖尿病といった全身要因には限らないことが推測されている。患者らは、要因不明なまま
蜂窩織炎再発を繰り返し、身体的・心理的・社会的影響が大きいことから生活の質低下が惹起さ
れる現状にあり、解決するべき喫緊の課題といえる。リンパ浮腫患者は今後ますます増加すると
推測され、リンパ浮腫患者の生活の質向上に向けて、蜂窩織炎再発予防方法の構築は必要不可欠
といえる。 
先行研究より、リンパ浮腫患者の患肢は、リンパ循環停滞による皮膚構造変化や皮膚免疫機能

変化を生じることが報告されている。しかしながら、リンパ浮腫患者の中には、蜂窩織炎再発を
繰り返す者と蜂窩織炎を生じない者がいることから、蜂窩織炎再発者にはリンパ浮腫による変
化に加えて、蜂窩織炎再発に関連する要因があると考えられる。これまでに、リンパ浮腫患者の
蜂窩織炎再発に関連する特徴は明らかにされておらず、これを多側面から明らかにすることで、
蜂窩織炎再発予防方法の構築へつながると期待される。 
 
２．研究の目的  
 リンパ浮腫患者の蜂窩織炎再発に関連する特徴を明らかにすることを目的する。 
1) リンパ浮腫患者の蜂窩織炎既往歴を有する者のリンパ浮腫管理状況を明らかにする。 
2) リンパ浮腫患者の蜂窩織炎既往歴を有する者の患肢の真皮・皮下組織構造を明らかにする。 
3) リンパ浮腫患者の蜂窩織炎既往歴を有する者の患肢の細菌叢を明らかにする。 
 
３． 研究の方法 
1) リンパ浮腫患者の蜂窩織炎既往歴を有する者のリンパ浮腫管理状況を明らかにする。 

(1) 慢性浮腫国際疫学調査（LIMPRINT）での横断観察研究のデータを用いて、蜂窩織炎既往
歴の有無で基本情報、リンパ浮腫管理状況を比較し、単変量解析・多変量解析を行う。 

(2) リンパ浮腫患者を対象とした圧迫療法に関する質問紙調査のデータから、蜂窩織炎既往歴
の有無と弾性ストッキングの困難感について比較し、単変量解析・多変量解析を行う。 
 

2) リンパ浮腫患者の蜂窩織炎既往歴を有する者の患肢の真皮・皮下組織構造を明らかにする。 
研究デザイン：横断観察研究 
対象者：がんに対するリンパ節郭清術後に発症し、下肢リンパ浮腫と診断された者 
除外基準：調査当日を含めて 2週間以内に蜂窩織炎に罹患した者 
調査内容：基本情報、リンパ浮腫関連情報、患肢のエコー画像（1肢につき 3部位） 
分析：蜂窩織炎既往歴の有無で、患肢のエコー画像所見を比較する。 
倫理的配慮：研究施設・研究関連施設の倫理審査委員会の承認を得て実施する。 

 
3) リンパ浮腫患者の蜂窩織炎既往歴を有する者の患肢の細菌叢を明らかにする。 

研究デザイン：横断観察研究 
対象者：がんに対するリンパ節郭清術後に発症し、下肢リンパ浮腫と診断された者 
包含基準：リンパ浮腫治療としてリンパ管静脈管吻合術を受ける治療計画のある者 
除外基準：調査当日を含めて 2週間以内に蜂窩織炎に罹患した者 
調査内容：基本情報、リンパ浮腫関連情報、細菌叢（口腔、患肢の皮膚、患肢の脂肪） 
分析：蜂窩織炎既往歴の有無で、細菌種の組成、多様度、類似度を比較する。 

 
４． 研究成果 
1) リンパ浮腫患者の蜂窩織炎既往歴を有する者のリンパ浮腫管理状況を明らかにする。 

(1) 慢性浮腫国際疫学調査（LIMPRINT）より 113 名の浮腫患者データから、蜂窩織炎既往
歴の有無で基本情報、リンパ浮腫管理状況を比較した。リンパ浮腫管理は、リンパ浮腫
管理の専門家へアクセスできている者が 57.1%、具体的な管理内容について、リンパド
レナージ（61.1%）、弾性ストッキング装着（55.8%）、スキンケア指導（52.2%）、蜂窩
織炎予防への指導（49.6%）、運動指導（41.6%）、多層包帯法（38.1%）、がなされてい
た。対象者のうち、31.9%の患者らが蜂窩織炎既往歴を有しており、蜂窩織炎既往歴を
有する者は専門家とアクセスしている割合が低かった(AOR = 0.26, p = 0.009)（表 1）。 
  
表 1．蜂窩織炎既往に関連する要因 (論文① Dai M et al., 2021) 



この結果より、リンパ浮腫患者の蜂窩織炎既往歴を有する者は、リンパ浮腫管理の専門
家にアクセスしづらい環境にあることが示唆された。蜂窩織炎再発予防には、リンパ浮
腫管理の専門家への相談窓口の提供が必要である可能性が考えられる。 
 

(2) リンパ浮腫患者で弾性ストッキングを装着する者に自記式質問紙調査を実施し、1,000
名に郵送し、返答があった者のうち有効回答は 170 名（17.0%）であった。夏季の暑さ
により弾性ストッキング装着に困難感を感じたことがあると回答した者が70.1%であっ
た。その中でも弾性ストッキング装着を継続している者が 70.3%で、特に蜂窩織炎既往
歴のある者は装着を継続する割合が高かった（AOR=7.10, p=0.007）（表 2）。 

 
 表 2. 夏季の弾性ストッキング装着と蜂窩織炎既往の関連（論文② Dai M et al., 2021） 

    この結果より、夏季の弾性ストッキング装着には困難感を感じる割合が高いものの、蜂  
窩織炎既往歴を有する者は継続して着用していることが示唆された。本研究結果では、蜂 
窩織炎再発と弾性ストッキングの装着による因果関係は不明であるものの、 
夏季の弾性ストッキング装着環境を改善させることは患者らの高いニーズと考えられる。 

 
2) リンパ浮腫患者の蜂窩織炎既往歴を有する者の患肢の真皮・皮下組織構造を明らかにする。 

下肢リンパ浮腫患者 19 名の下肢エコー所見 52 枚から、真皮低エコー所見、真皮下端不明
瞭、浅筋膜不明瞭、皮下組織輝度の増加、敷石様像（図１）の有無について専門家が複数名
で評価し、蜂窩織炎既往歴有無で比較した。蜂窩織炎既往歴を有する者の患肢のエコー所見
のうち、下腿部の真皮低エコー所見が、蜂窩織炎既往歴のない者に比べて高い割合で観察さ
れた（75.0% vs 9.1%, 0.006）。 

 

 
図１. 真皮と皮下組織のエコー所見 
A. 健常成人の下肢エコー所見で、真皮（DB）・皮下組織（SF）の層構造が明瞭である 
B. リンパ浮腫患者のエコー所見で、点線の円で囲んだ敷石様と、*で示した真皮の低エコー所

見が観察できる 
C. リンパ浮腫患者のエコー所見で、真皮下端や浅筋膜が不明瞭である 
 
表 3. リンパ浮腫患者の蜂窩織炎既往歴有無による各部位のエコー所見の比較 

（論文③ Dai M et al., 2021） 



 
 
 この研究で明らかになった真皮低エコー所見は、真皮の組織間液貯留状態であることが推測さ
れ、蜂窩織炎の臨床的な炎症所見が消失し日常生活に戻った後にも何かしらの影響が残ってい
る可能性が考えられる。 
 
3) リンパ浮腫患者の蜂窩織炎既往歴を有する者の患肢の細菌叢を明らかにする。 
  下肢リンパ浮腫患者 5名を対象とした。リンパ浮腫病期は全員が International Society of 
Lymphology 分類 II期で、蜂窩織炎再発歴（1年間に 2回以上）を有する者が 2名、蜂窩織炎既
往歴のない者が 3名であった。サンプルからのゲノム DNA 抽出、PCR による目的遺伝子の増幅と
タグ付け、次世代シーケンサー配列の読み取り、QIME2 による前処理を経て、細菌叢解析を行っ
た。5 名の口腔、患肢皮膚、患肢脂肪の分析結果から、脂肪組織では全症例での類似した菌種の
存在、皮膚スワブでは脂肪組織と同様の菌種の存在と多様性の低い症例の存在、口腔内の歯垢で
は症例ごとの多様性の違いと歯周病原因菌の存在が示された。 
 新型コロナウィルス感染症拡大の影響を受けて、臨床調査が困難であり症例数は 5 名に留ま
った。今後これらの結果を踏まえて、解析内容を検討し、蜂窩織炎再発者に特有の細菌叢及び炎
症に関連する因子を探索するべく検証を重ねる必要がある。 
 
これらの研究成果より、リンパ浮腫管理の環境改善、真皮低エコー所見観察を取り入れた評価方
法の検討、さらに特徴的な細菌叢解明に向けて検証を継続することで、リンパ浮腫患者の蜂窩織
炎再発予防構築へとつながると期待できる。 
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